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１．研究課題 

多機能カウレン酸の細胞内標的の探索 
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３．研究成果 

別紙のとおり 

 
 
 
 



共同研究報告書 （別紙） 

 

11αOH-KA(カウレン酸)は、メラニン合抑制、抗炎症、抗癌活性と多様な生物活性を有

している。しかし、その標的は不明であるため、採用機序の解明やより高機能化すること

が困難である。そこで、ビオチン化修飾で標的検索を行うための予備試験を実施した。 
 
 
 
 
 
 
まず、11αOH-KA の類似体を植物から抽出し構造決定を行った。次に、抗酸化作用に

着目し、培養細胞での作用を検証した。その結果、15 位はケトでないと抗酸化作用作用が

発揮されないことが明らかとなった。 
次に、抗酸化作用に関連すると予

想される NRF2-Keap1経路を検討し

たとろ、Keap1 の C171S が標的であ

ることが示唆された。これには、15
位のケトがシステインと共有結合す

るものと考えられる。このことは、

Keap1 が結合標的の１つのポジティ

ブコントロールとして利用できるこ

とを意味する。 
 
生物活性に大きな影響を与えない部位として、19 位のカルボキシ基が予想された、そ

こで、当該部位を修飾し、PEG-Biotin 化するための修飾方法を検討したところ、DPPA
を触媒とする系が有用であると示唆された。今後、ビオチン化の効率を上げる条件を検討

する。化合物の必要量は、終濃度 100 nM 、6 µL 反応系、30,720 ウェルとのことで、現

在精製済みの 11αOH-KA で十分対応できる。 
 
 
 
 

 
 
 

  
 
 
 


